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新民主党（NDP）政権下における

　　サスカチワン州のウラン産業

中部事業所　鉱床解析室

要　旨

　自由世界のウラン生産量の20％強を占めているカナダ・サスカチワン州の州議会選挙が今

夏行われる予定である。

　その選挙により、現在の保守党政権に替わり、従来から反原子力の政策をとってきた新民

主党（ND　P）政権が誕生する可能性が高いと考えられている。

　しかしながら、ND　Pの指導部及びサスカチワン州の住民の大半は、州経済に多大な貢献

をし、先住民（インディアン）に雇用の場を提供している北部のウラン産業の重要性を認識

しており、N　D　P政権となってもウラシ鉱業に関する政策と規則の変更は非常に限定された

ものとなると思われる。

　本資料は、サスカチワン州の今後のウラン産業について、カナダのDeloitte＆Touche社

に委託した調査報告書rThe　Uranium　hldustry　in　Saskatchewan　Under　A　New　Democratic

Party　Government，February，1991」を和訳したものである。
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要　　約

　今夏、サスカチワン州でN　D　P（新民主党，以下ND　P）政権が誕生する可能性が高い。

しかしながら、Conservative（進歩保守党，以下保守党）が地方の票をとりまとめ再選さ

れる可能性も残されている。

　サスカチワン州の現在の経済状況は悪く、ウラン産業による雇用と収入を必要としてい

る。サスカチワン州の住民の大半はウラン鉱山開発を支持しており・州経済への貢献にウ

ラン産業が責任のある重大な役割を果たしていると考えている。

　N　D　Pの指導部とその大部分のメンバーは州経済に占めるウラン鉱業の重要性を認識し

ており、新規鉱山の開発を含む鉱山開発の継続を一般的には支持している。しかしながら

N　D　P内には口うるさい反原子力のグループがあり、コントロールする必要がある。もし

も重大な事故、あるいはウラン鉱業・原子力エネルギーによる環境的または政治的危険性

の認識を増す新しい知見がなければ、このグループを押さえることができるであろう。

　N　D　P政権下においてもウラン鉱業に関する政策と規制の変更は非常に限定されたもの

になると思われる。これらの変更は現実に即して行われ・ウラン産業界がそれに対処する

のはさほど困難ではないであろうと考えられている。

　新規鉱山に対する環境影響評価プロセスは厳しいものになろう。そして以前よりもより

長い期間（試算では3～6か月の延長）が必要となるかもしれない。

　新規鉱山が操業することを認めるためには、1983年から1985年の党大会で採択されたN

D　Pの公式な政策の変更が必要である。現在開発段階にある多くの鉱山の開発を認める注

意深い言い回しによる決議（careful　ly　word巳d　resQlution）が1992年の党大会で採択さ

れるであろうと理解されている。1991年の党大会で決着がっく可能性は低い。

・その間、鉱山操業のための準備は認められるであろう。しかし操業許可の公式な保証は

　与えられない。

．ミッドウエストプロジェクトは開発に進むプロジェクトの1っと見なされているようで

　ある。ただ、既存の粗製錬施設を使用するというような妥協が必要となるかもしれない・

　シガーレイクプロジェクトは、技術的にも政治的にも操業許可が下りるまでに克服しな

　ければならない問題がもっともあるプロジェクトのようである。

　結論として、N　D　P政権下においてもウラン産業に劇的な影響を及ぼす重要な変更はな

いと考えられる。しかしながら、新政権がウラン鉱業及び原子力エネルギーに関する政策
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をとりまとめるまで、新規鉱山開発を行っているP　N　Cその他の会社は不確定の期間を進

まざるを得ないであろう。
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調査の目的と手法

調査の目的

　　PNC　Exploration（Canada）社はサスカチワン州でのウラン産業に実質的な権益を保有

　している。それには1994年に稼働が計画されている開発中の新鉱山・ミッドウエストプロ

　ジェクトも含まれている。

　　サスカチワンでの州選挙は本年実施されねばならないし、政権交代の確率が高いと考え

　られている。

　　本調査の目的は、サスカチワン州でのウラン鉱業と原子力エネルギーの進展にND　P政

　権が与えそうな影響にっいての現実的な評価を行うことである。

調査の手法

　・　文献調査1報道機関のニュースと立法手続き

　・　サスカチワン州のウラン産業の指導者との面会により、彼等の展望及び彼らのND　P

　　政権による影響の評価について考えを得る。

　・　ウラン鉱業に影響を与えるサスカチワン州の重要部局の政府職員との面会により・現

　　行の政策と変更の可能性がある領域に関して理解する。

　・　ND　P内の主要指導者との面会により、ウラン産業への党の支援の現実的評価・ウラ

　　ン鉱業と原子力エネルギーの進展に関する党の全体的な方針・及びウラン産業を規制し

　　ている政策と法規について変更の可能性が高い事項を入手する。

インタビュー

　・　インタビューした人物のリストは参考資料3に添付する。

　・　我々の判断によれば、全回答者による情報は現実的で誠実であったし、何が起こりそ

　　うかにっいての最良の意見が表されている。これは我々が面会したN　D　Pの指導者にも

　　同様に適用でき、またウラン産業をなだめることを目的とした施政方針または選挙運動

　　的声明は与えられなかったことを確信している。
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州議会選挙

時　期

　・　選挙は保守党政府によって本年秋以前に実施されなければならない。

　・　大多数の関係筋は、1991年6月が選挙の最も有望な時期であると信じていた・しかし

　　ながら、政府が下院の開院を避け、1991年4月に選挙があり得ると信じている者も多数

　　存在する。

結　果

　・　ND　Pは都市部で非常に強いが、保守党の主力は地方である。Grant　Devine州知事は

　　農業地域からの出身であり、彼は伝統的に地方での支持が厚い。

　・　州の全地域での保守党の支持は、特に過去2年にわたりかなり低下しており、今日選

　　挙が実施されたら、ND　Pが相当な得票差で勝つことはほとんど確実と考えられている。

　．　Devine知事は、生き残るためにはどうするかを知っている非常に抜け目のない政治家

　　と見られている。

　・　最近の数週間に保守党の支持がわずかながら・特に地方において改善されたと信じら

　　れている。これは農業補助金と欧州経済共同体に関する討議で、Devine知事が農民の言

　　い分を支持したことにおそらく起因している。

　・　もしも保守党が地方の支持を完全に奪還出来たら・都市部での支持がほとんどなくて

　　も選挙に勝っことができるであろう。

　・　保守党政府から農業団体を支援する新しい計画と約束が出されることが予想される。し

　　かしながら、州の財政は非常に限定された財政的援助しかできないような状況である。

　・　何らかの農民への新しい支援に、かなりの雪と雨といった農民にとって良好な春の気

　　象が加わると、農民のムードが改善して彼等の伝統的政党を支持する可能性もある。

　　　　　　　　　　　　　　　　結　論

　N　D　Pは本年の選挙で勝ち、次の政府を作る可能性が高い。これは絶対に確実とは認

められてなく、また州知事のGrant　Devineは政治的には抜け目がないと見られており・

今後数週間の間に十分な地方票を奪還でき・選挙は接戦となるかもしれない・
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ウラン産業への支援一概観

歴史的展望

　・　サスカチワン州でのウラン鉱業の大戦後初期の時代には、C　C　F（N　D　Pの前身政党）

　　がウラン鉱業にっいて支持的であった。

　・　1970年代の初期にはウラン価格は4倍に暴騰した。この時期にN　D　PはAlan　Blakeney

　　の下で強力な支持者であり、ウラン産業はND　Pの州の計画立案の主要な経済的要素で

　　あった。

　・　1970年代に新しい重要なウラン鉱床が発見された。これらはラビットレイクとクラフ

　　レイクである。

　・　1974年に、N　D　P政府はウラン産業のパートナーとなるべく媒体としてサスカチワン

　　鉱業開発公社（S　MD　C）を設立した。

　・　1975年頃に、クリーンで比較的安価なエネルギー源として・世界各地で原子力エネル

　　ギー産業の爆発的拡大の潜在力があると思われたにもかかわらず、核兵器開発及び労働

　　者の安全と廃棄物処理のようなウラン産業特有の環境問題でのウランの関わりにっいて

　　懸念がささやかれ始めた。

　・　1976年に、ND　Pの党大会でウラン鉱業と原子力エネルギー開発について激しい討議

　　が行われた。比較的強力な1っのグループはウランの採鉱と製錬を含む原子力産業の完

　　全・即時・無期限のモラトリアムを要求した。

　．　この党大会の結果、サスカチワン州の原子力産業全般をカバーする広範な委託権限を

　　持っ調査委員会が設置され、少なくともこの調査委員会が勧告を出すまではモラトリア

　　ムを実施しないことが同意された。これが最終的にクラフレイク調査委員会となった。

　・　SMD　Cを通してウランプロジェクトでの州の権益を保全する法律が議会を通過した。

　　産業界は、政策と規則の策定に際し、政府がより一層産業界に敏感になるだろうと信じ・

　　これを一般的には歓迎した。

　．　SMD　Cはウラン埋蔵量が最も多い鉱床の1つであるキーレイクの権益を50％へと増

　　加した。

　．　クラフレイク調査報告がまとめられた。これはウラン鉱山開発を大きく支援した。

　・　1978年に、Blakeneyはウランが論争点にならないだろうと予想して選挙を実施し・N

　　DPの決定的勝利に終わった。
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・　ウラン論争はN　D　P政党の内外いずれでも立ち消えなかった。1978年末に・口うるさ

い反原子力スポークスマンのPeter　PrebbleがND　P指名を勝ち取り、1979年に州議会

の議席を得た。

・　その次の選挙で、N　D　Pは保守党に徹底的に敗北した。これにより・党内で反原子カ

グループがよりうるさく、一層力を持っ好機となった。

・　1983年の党大会で、ウランの諸契約すなわちウラン採掘を速やかに段階的に廃止とす

ることをNDPの政策とする決議が採択された・これは1984年党大会では・“北部のウ

ラン産業による職場を他の職場が肩代わりし得るようになり次第四と読めるように修正

　された。

・　これは現在も公式なN　D　Pの政策である。党大会の決議は政策の指針であり、政府を

完全に力では拘束していないことに注意すべきである。また・北部サスカチワンで代替

　となる職場の発見は非常に困難である。

ウラン産業への支援の現状

　・　1990年にサスカチワン採掘産業によって実施された世論調査は・住民の60％以上がサ

　　スカチワンでのウラン産業の発展を支持することを示した。

　・　ウラン鉱業のような問題に対し、支持するあるいは反対するというサスカチワンの住

　　民の考えは一般的に非常に安定しており・通常圧力団体に影響されることはない。

　・　保守党政府は政権についている間はウラン産業を控え目に支援して来たが、ここ最近

　　になって支援の程度が増加しつつあるように思われる。

　・　N　D　Pの指導者と多くの党派は州に対するウラン鉱業の重要性を認識しており・一般

　　的には支持的である。

　・　N　D　Pが勝利を収めても、ウラン産業を支援している主要なN　D　Pの指導者が議席獲i

　　得に失敗するといった何らかの重要な選挙異変により、N　D　Pの支援がより不安定とな

　　るかも知れない。しかし、このような状況は予想されていない。

支援を減少させ得る要因

　・　ウランと原子力エネルギー産業は一般大衆の心の内の疑問点に依然として答えていな

　　い。それらは特に次の点にっいてである。

　　　一　核兵器との関連
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　一　原子炉の安全性

　一　原子炉廃棄物の安全な処分

　一　採掘に関する労働者と環境の安全

・　これらの分野いずれかの主要な問題は、反ウラン産業グループをより信用させること

になり、ウラン産業への支持が減少するだろう。また、NDPの聾度がウラン産業に対

　して急激に硬化し、どんな新しい開発にもモラトリアムがほぼ直ちに起こり得るだろう。

・　一般大衆とND　Pの支持を減少させる諸状況として次のことが挙げられる。

　一　例えば湾岸戦争での核兵器使用。

　一　チェルノブイリ程ひどくはないが同様の重大な原子炉問題・

　一　放射性廃棄物貯蔵における危険性の新たな証拠。

　一　特にサスカチワンで稼働している近代的で“環境上安全な”鉱山での労働者と周

　　囲の住民におけるガンとの関連性。

・　一方、一般住民とND　P政党両方において・ウラン産業への支持を確実にできる諸要

因がある。その最も重要な分野は次のものである。

　一　例えば中東問題のような世界の平和と協調に関する証拠。

　　一　放射性廃棄物の非放射性化および／または貯蔵のための新技術。

・　更に、NDPまたは保守党の政権の座に就いた政党は、もしも次の状況となった場合

　（上記の事に左右されるが）その支持を増強または持続させようとするだろう。

　　一　景気後退がサスカチワンで続き、ウラン関係の職場が危機に直面したままである。

　　一　ウランヘの需要と価格がかなり上昇して、ウランが州財政への主要な貢献者とな

　　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　結　論

　N　D　P政府は一般的にはウラン産業への支援を続けると予想されている。しかしなが

ら、小さいが口うるさくて、ウラン産業をモラトリアムに追いやるのに比較的力のある

グループからの内部圧力を受けるであろう。その結果・ND　P政府はウラン産業の支援

方法と公けにされている支援の程度にっいて慎重になるだろう。
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経済白勺斗犬況

サスカチワン州の経済

　・　サスカチワン州は大きな累積赤字を持っている・

　・　ウラン産業はサスカチワン経済の急所である。

　　　一　雇用が非常に必要とされている特に北部で、かなり多数の職場を与えている。

　　　一　有用な二次的に派生する雇用を与えている・

　　　一　以上と共に、州の税基盤となっている。

　　　一　ウラン産業によるロイヤルティーと税収は州の歳入に重要な貢献をしている。

　・　州の公債の格付けがBランクに下がる危機に陥っている。これはまったく悲惨なこと

　　であり、政府は絶対に避けられない事態にならない限り、格付けの変更を許さないであ

　　ろう。現在ウラン産業は、現行の格付けを維持する上で、非常に重要である。

　　　多くの人々はウランの価格が多少改善されると期待している。これは州へのウラン産

　　業の重要性を増すことになろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　結論

　現時点での州の貧弱な経済状態はウラン産業の重要性を増している。そして、ウラン

産業に関して、政府が非常にマイナスになるような何らかの処置を取る可能性を減少さ

せている。

州の原子力エネルギー

　・　サスカチワンは現時点ではエネルギーを自給自足している。州は水力発電と同様に石

　　油と天然ガスにっいても良好な水準にある。

　・　一部のエネルギーは輸出されている。

　　過剰エネルギーの輸出による財源獲得の潜在力は政府とNDPの関心を引き続けてい

　　る。

　　　ウランの自給と人口の少ない広大な土地を持つサスカチワンは、原子力エネルギー開

　　発のためには理想的な状況にある。

　　　どのようにしてウラン産業と原子力エネルギーを州経済に組み込むかの調査が、政権

　　を担っている保守党政府のために現在実施されっっある。
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　保守党政府は、もし再選されれば、州の経済の原動力として原子力エネルギー開発の

調査を継続し、3年から5年以内に州内での原子炉開発計画を進める予備的な声明が出

される可能性が高いと思われている。

　N　D　Pの公式の立場は州内での原子力エネルギー開発に強く反対しており、1985年に

はN　D　Pはその年次党大会で、もし政権をとった場合、サスカチワンを原子カフリー

（非原子力）の州と宣言する決議を通過させた（参考資料1）。

　　　　　　　　　　　　　　　　結　論

　N　D　P政権下においては、サスカチワンでの原子炉開発は少なくとも数年間は非常に

見込みが薄い、保守党政権が次の選挙で勝ち残れば、次の在職期間の後期にサスカチワ

ンでの原子炉建設へと導く段階の始まりが発表される可能性がある。

放射性廃棄物の貯蔵

　産業界と政府内の多くの人々は、原子炉廃棄物の貯蔵がサスカチワンにとって非常に有意

義な経済的好機であると見ている。

　原子炉廃棄物の貯蔵サービスを供給することで得られる利益は、競合相手がいない事実に

よって非常に大きなものになろうと考えられている。

　サスカチワンの地勢は放射性廃棄物の貯蔵にはカナダ内ではほぼ最良であろうと考えられ

ている。

　保守党もN　D　Pも、現状ではサスカチワンに放射性廃棄物貯蔵を勧める準備をしていない。

　原子力廃棄物貯蔵の安全性についての更なる情報により・保守党政府がサスカチワンでの

廃棄物の貯蔵プログラムをより詳しく調査することに納得するであろう。

　ND　Pは、原子力エネルギー産業自体について保守党に比較すればはるかに支援的でなく・

上記のようにサスカチワンを非原子力の州にすることを目的とした決議を行っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　結論

　サスカチワンでのいかなる放射性廃棄物の貯蔵も、N　D　P政権の下では遠い先のこと

である。
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政府の参入

　前のNDP政府の政策では、サスカチワン鉱業開発公社（SMDC）を通してウラン鉱山に直接

的な政府の権益取得を要求していた。

　保守党政府は鉱業活動での直接的な権益取得方針を変更した。

　現在多くの人々により、立法機関即ち政府がウラン鉱山に直接的権益を持っのは不適当と

見られている。権益についての論争が行われている。

　世界的には、社会主義の政府は、非常に特殊な環境の場合を除き・国有化への熱情を一般

に失っている。

　我々の情報では、サスカチワンのNDP州政府はウラン産業においていかなる形態での直

接的所有権も要求しないだろうと暗示している。

　州はウラン産業での権益を買いもどすための資金を持っていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　結　論

サスカチワンのN　D　P州政府は、ウラン鉱業において・いかなる形態での直接的な権益

取得も要求しそうにない。

外国の所有権

　ウランは現在も戦略的鉱物と見なされ、国際的な問題の関係で連邦政府によって規制され

ている。

　現在は必要とされるカナダ人の所有権についての最低基準はなく・各事例は個別に扱われ

ると理解されている。外国所有権の総量と、関与している国が考慮される要因である。

　我々は日本はこの関連では好遇されると理解している。

　注：我々は連邦段階での連邦政府の政策を検討していなく・上記の情報は本調査の間にサ

　　　スカチワンで接触した人物から得たものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　結論

　外国の所有権制限は現在は重要論点ではなく、外国対カナダの所有権の範囲は個別に

対応されるだろう。
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ロイヤルティー

　新ロイヤルティーシステムは！990年6月22日に保守党政府により発表され・1989年6月1

日に遡及し適用された。

　この新システムは、政府と産業界との間の広範な対話の後・作成された。

　我々が会った全ての産業界の指導者はこの新ロイヤルティーシステムは公平で・彼らはこ

れに対応できるとの感触をもっていた。また彼らは・新ロイヤルティー率が発表されたこと

により、産業界に安定を与えたと感じていた。

　接触した多くの人々は、ND　P政府はこのロイヤルティーシステムを少なくとも当分は変

えないだろうとの意見であった。

　・　この新ロイヤルティーシステムは2っの要素を持っている＝

　　　一　総販売額に基づく5％のロイヤルティー。これは利益とは無関係に毎月支払わな

　　　ければならない。

　　　一　販売1キロあたりの利益に基づく利益ロイヤルティー。販売額に基づく上記のロ

　　　イヤルティーは、この利益ロイヤルティーの前払いと見なされ・支払い前にこの利

　　　益ロイヤルティーから控除できる。

　注：ロイヤルティーシステムの概略は参考資料2に添付する。

　　　　　　　　　　　　　　　　結論

　新ロイヤルティーシステムはウラン産業界では重要な問題とは認められておらず・ N

D　P政府となっても少なくとも当分の問は変更されそうもない。これは、産業界にある

程度の開発決定を基礎付ける安定性をもたらしている。
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環境管理と手順

環境全般

　北部での先住民の間には、土地と水を環境汚染物質から守ることにっいて高い関心がある。

　インディアンの土地との特殊な関係を理解することが必要である。

　ウランは、環境的見地から特別に過敏視される放射能による危険性に関し・特殊な未知の

雰囲気を持っている。

　環境保護法の下でカメコ社の責任となった最近のラビットレイク鉱山からのウォラストン

湖への漏洩は幾分かの関心を引き起こしたが、重大な環境問題または今後の開発を束縛する

ものとは認められていない、

　連邦と州の両政府による環境影響評価方式と環境モニタリングは・環境保護への現実的な

努力と見られている。

　サスカチワン北部の先住民グループは環境モニタリング方式についてより緊密に関与する

ことを希望するかも知れない。

　N　D　P政府は環境について綿密にモニタリングするであろうが・環境への危険に関する新

しい情報がない限り、規制を大きく変更することはなさそうである。

　　　　　　　　　　　　　　　　結論

　環境に関する規制とモニタリングは、N　D　P政権下でも保守党政権と非常に似た方式

で進展を続けるだろう。ウラン鉱山に原因する重大な環境災害がなければ・NDP・保

守党いずれの政府にかかわらず、規制は実践的で・産業界に受け入れられるものであり

続けるだろう。

労働者の安全

　ウラン鉱業での主要な労働者の安全は、放射線から労働者を防護することである。

　オンタリオ州の古い鉱山では、ガンと放射線は関係づけられてきた。

低レベルの放射線被曝が初期に考えられていたよりも危険であるとの最近の証拠に基づき・

放射線被曝限度が近々かなり下げられるだろうと予測されている。現行水準の1／5が適当な

新基準と見積もられている。

　サスカチワンのウラン産業は、議論されている新基準以下に放射線レベルをすでに保って
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おり、対応には問題はないだろうと理解されている。

　非常に高品位の鉱床を持ち、そのために高い放射線レベルを持っ新鉱山は・遠隔採掘法の

利用が計画されているので有利であるかもしれない。

　放射線レベルと労働者の安全に関する新基準は、原子力エネルギー管理委員会を通して履

行されている連邦の基準以上のものと認識されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　結　論

　労働者の安全はいかなる政府下でも重要な論点となろう。より厳しい基準が間もなく

発表されると思われるが、サスカチワンのウラン産業は予想される新基準にすでに適合

あるいは新基準を下回っており、それらへの対応には問題ないはずである・州政府の交

替が鉱山労働者の保護のための活動に影響を与えるとは思えない。

環境影響評価プロセス
　現行の環境影響評価プロセスはN　D　P政府下で大きく進展した。このプロセスを強化し能

率化するように、絶えず改善され修正されたが、その本来の手法は大部分従来のままである。

　現行のプロセスは公開での検討に30日の期間が必要である。この期間に・公衆の関心を聞

き公衆からの質問に答える会合が開かれる。

　この期間はいずれの政権下でも延長されることが予想されている。90日の期間が適当と見

られている。

　N　D　Pの政府下では、評価過程は徹底的であるのが良く・より多くの時間がかかると予想

されている。接触した一人が言ったように、N　D　P政府は開発の許可を与える前に・産業界

に“試練を与える”かも知れない。彼はそれらは現実的なものであろうと付け加えた。

　N　D　P政府下では環境影響評価プロセス期間の延長の可能性が非常に高いと考えられる。

プロセス期間が3～6か月延びることが妥当な予想であると考えられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　結　論

　環境影響評価は似たような形式で続けられるだろう。N　D　P政府下では・プロセスは

厳しく、3～6か月期間が延びるであろう。公開での検討のための期間はいずれの政府

下でも延長されそうであり、現行の30日間から90日間へと延長されると思われる。
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連邦／州の重複

　連邦政府は、ウラン鉱業と原子力エネルギー開発の国際的見地から、明瞭で一般に認めら

れた役割を担っている。これにはウランの販売がなされうる国の確認と・それらの国との核

不拡散協定の締結が含まれる。

　連邦と州の両政府はウランと原子力エネルギー産業の環境管理面にっいて関与しており、

しばしばこれらの責任は重複する。

　この重複は産業界へ情報の混乱を招き・また遅延を来たし得る。これは・一般的には重要

な問題というよりむしろ心理的にいらいらさせるものと思われている。

　州と連邦の政府問では重複を避けるための対話と検討が行われているが、多少の重複はか

なりの期間続くだろうと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　結　論

　連邦と州の間の重複間題は、多少の改善は見られるだろうが・早急には解決されそう

にない。
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先住民と北部に関する問題

北部での職場

　ウラン産業は現時点では北部における最大の雇用者であり、北部での職場の増加にっいて

最大の潜在力を持っているとも考えられている。

　・　北部にかなりの就職機会を与え得る他の産業部門は存在しない。

　・　北部サスカチワン住民の大部分はインディアンである。この先住民はND　P政府にと

　　って議題上では重大である。

　・　ウラン産業での職場のために北部の人々を訓練する上で、かなりの進歩がウラン産業

　　によってなされて来た。その結果、クラフレイク鉱山では比較的高度な技術水準にある

　　多くの職場で、50％以上の先住民の雇用を成しとげた。

　・　ウラン産業は全体的には、北部の人々、特に北部インディアンのために就職機会を作

　　り出す試みでは、非常に責任を果たしてきたと見られている。

　・　直接的職場に加えて、ウラン産業は北部で更に雇用を生みだす多くの支援業務の開発

　　のための機会を与えている。

　・　雇用者を空輸する方針は北部にとっては腹の立つものである。北部には適度に教育さ

　　れ訓練された人々が不足していることが一般に認識されており・彼らの職場はそれ程多

　　くない。更に、これらの空輸による労働者は、彼らが働いている地域外で彼らの賃金を

　　使う。要するに、資源を供給している地域への経済的利益が非常に限定されたものとな

　　っている。

　・　保守党政府の政策また以前はND　P政府のものであった政策は、最善の努力を行い先

　　住民を50％雇用することを目標としてきた。産業界がこの要求雇用水準を達成するため

　　に努力し、かなりの数の良い訓練計画を実行し続けていることは・一般に認められてい

　　る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　結　論

　北部特に先住民の職場は政府にとって非常に重要である。ウラン産業は北部での主要

な雇用者であり、政府が職場の数を減らすような方向となる行動を取るのは困難であろ

う、このことは、いずれの政党が政権を取るかにかかわらず、ウラン産業への変わらぬ

政府支援が得られることを意味している。

　最善の努力を行い先住民を50％雇用することを目標とする現行の政策は、N　D　P政府

によっても維持されそうである。しかし、これは綿密に監視されるだろうし・産業界は

最善の努力を行っていることを明らかにする必要があろう。

土地の賠償請求

　サスカチワンのウラン鉱業地域に影響を与えるような重要な土地賠償請求は起きていない。

　土地賠償請求は、産業指導者また政府にとっても、ウラン産業に対する問題点とは見られ

ていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　結　論

　土地賠償請求は現時点で問題点ではなく、将来サスカチワンでのウラン産業に対する

問題点となることも予想されていない。

先住民の参入

　・　北部サスカチワンの先住民は、ウラン産業からのより多くの職場を求め続けている。

　　以下の3分野では直接的参与への関心が大きくなりっつある。

　　　一　環境モニタリング

　　　ー　役員会関係

　　　一　いくらかの財政的参入

　・　環境関係では先住民は環境モニタリングでの直接的な関与を求め続けている。先に述

　　べたように、土地はインディアンの人々にとっては特別な意義を持っており・彼らはそ

　　の保護に関わりたいと考えている。この関わり方については未だ明らかにはなっていな

　　い。
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・　北部サスカチワンで稼働している鉱山会社の役員会への参加は・ある程度の全般的な

経営責任を保持する方策及び地域での先住民の権益を尊重している印という両者の意味

をもっと先住民には見られている。

　雇用機会を別にして、北部の土地から得られる利潤からのいくぶんかの財政的恩恵に

っいて検討されている。このような関与の形式は明らかでないが・次の3っの手法が検

討し続けられている。

　一　ウラン鉱業活動から得られるロイヤルティーの一部を政府が割り当てる。政府は

　　これを好まないであろう。というのは北部の開発及び先住民と彼らの発展の支援の

　　ために、彼らがロイヤルティーをどの様にして使うかを制限されるからである。

　一　産業界が同意し、先住民に直接与える別のロイヤルティーによる支払い。

　一　上記の1っと組み合わされた、プロジェクトヘの財政的投資・このための資金は

　　インディアン相続信託基金、または同様な団体を通じて調達できるであろう。

　接触した産業界の指導者達は、現実的なものであれば・上記の線に沿っての先住民関

与にっいては一般的には支持的であった。即ち、それは鉱山を経営するための指導者達

　の能力を拘束せず、費用的にも現実的だからである。

　　この考えを産業界が支持する主な理由は、この様な関与により先住民が鉱山経営者と

　の共通の利害関係をもち、そして経営に影響するような不必要な問題を避けるのに役立

　っに違いないからである。

　　　　　　　　　　　　　　　　結論

　鉱山操業のある局面で、先住民に直接的な関与を与えるよう圧力がかかるかも知れな

い。大部分のウラン鉱業の指導者は、このような関与は現実的であろうし・いくらかの

プラスとなる恩恵が有るだろうと感じている。しかし、彼らは現時点では、このタイプ

の関与を積極的に進めるには至っていない。
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ND　P政権下でのウラン産業

探　査

　この調査の間に接触したすべての人々は、N　D　P政権下においても・ウラン鉱床探査に現

状以上の何らかの制限は加えられないであろうと考えている。

　しかし、探査に関与している会社は、新鉱山に関するモラトリアムが制定された場合、探

査を継続するインセンティブをほとんど感じないだろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　結　論

　サスカチワンでのウラン探査は、ND　P政権下においても、現行の探査活動とほとん

ど変わらず継続が許されそうである。

現存の操業鉱山

　投票での敗北に続く1983年党大会で、ND　Pは新鉱山に関するモラトリアムと・すべての

現存する契約の段階的廃止の促進及びこれらの契約による経済的利益は環境の復元および北

部の人々とウラン鉱山従業員への代替の就職機会の開発のために使われなければならないこ

とを要求する決議案を通した。

　1984年党大会での決議案は、現存ウラン鉱山を段階的に廃止する基本的政策を再肯定した

が、ウラン鉱業で雇用されている人のための代替の職場を見つける必要があることに注意が

払われた。現存ウラン鉱山の“段階的廃止”は・閉鎖時点でのウラン鉱山の従業員が誰も段

階的廃止の結果として“失業者”にならない様な方法で実施されることとなった・要するに・

新しい職場が職場の閉鎖前に保証される。

　・　1985年党大会での決議案は、この基本的原理を再確認した。しかし、それはより穏健

　　となり、“我々の意図は、代わりの職場が先ず確立されるという条件で、サスカチワン

　　のウラン鉱業を次第に段階的に廃止することである”と述べた。

　・　これらの決議案の反ウラン産業の言葉使いは、その3年にわたってかなり和らいだ。

　　決議の写しを参考資料1に添付する。

　・　N　D　Pが非常に反ウラン産業となることを防ぐ主要な要因が2つある。第1は・北部

　　での代替の職場は、不可能ではないとしても、いかなる数の新しい職場を作り出すにも

　　非常に困難ことである。第2は、サスカチワン経済の不健全により、州が利益の上るウ
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ラン鉱業の継続に大きく依存せざるを得ないことである。

　接触した全員は、現時点でのウラン鉱業の急速な段階的廃止はN　D　P政権下でも起こ

らないであろうし、ウランまたは原子力産業が関わる政治的または環境的災害がなけれ

ば、実際に、現存する鉱山は次の2つの主要な目的を持ち、継続し続けるであろうと考

えている。1っは特に北部の先住民への仕事を与えることであり・2っめは利益を上げ

サスカチワン州にロイヤルティーと税金を払うことである。

　N　D　P出身の議員は、ウラン鉱業はサスカチワン経済にとって余りにも重要であり禁

止することはできない、また上記と同様な条件付きで、現存する鉱山は積極的に支援さ

れるだろうとの意見であった。

　我々のNDP接触者は、1985年の党大会決議はNDP政府がウラン産業を支援できる

よう非常に注意深く作成されたが、同時に党の反原子力派をなだめるようにも作成され

ていると思うと述べた。また、この決議は、NDPが政権を取った後の第1回おそらく

は第2回の党大会で変更されるだろうとの意見もあった。この新決議はウラン鉱業にと

ってより肯定的なものとなろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　結論

　現存する鉱山はN　D　P政権下でも廃止されることはないであろう・事実・先住民の雇

用機会を継続して与えていることによってカづけられるであろう。また、ウランの価格

が上昇して産業界が一層利益を生みだし、それによってロイヤルティーと税収入が増加

することをND　P政府は希望しているであろう。しかし、ウラン／原子力産業によって

もたらされる重要な環境と政治の問題によって、ウラン鉱業への反対が急速に強まるこ

とも考えられる、

開発中の新鉱山

　・　サスカチワンには開発中の幾つかの主要な鉱山がある。それらにはP　N　Cが権益を保

　　有しているミッドウエストプロジェクトが含まれている。

　　　ウラン鉱業の経営者達は、これらの鉱山はN　D　P政権下でも開発が許されるだろうと

　　楽観的である。彼らの見解は次のようである。

　　　一　ウラン産業は経済にとって余りにも重要である。

　　　一　ウラン産業は安全、労働者の健康およびサスカチワンでの環境保護について非常
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　　に良い実績を持っている。

　一　世論はウラン産業を確実に支持している。

　これらの経営者達は、環境影響評価プロセスは厳しいが・バランスはとれていると信

　じている。

・　シガーレイクの関係者はシガーレイク鉱山の開発に非常に積極的であるが、多くの他

の経営者達は、認可以前に最も厳しい障害に直面すると見ていた。これは一部は技術的

／環境的安全に関する理由により、また一部はNDP内の反原子力分子に譲歩するため

であろう。

　現政府の職員も、新鉱山はN　D　P政権下においても開発されるであろうとの見解であ

　った。ND　P政府にとって最も進めやすい鉱山は・枯渇しっっある鉱体の代替と見なさ

れ、労働者に引き続き雇用の場を提供する鉱山であろう。

　我々が接触したNDPの関係者は、党は非常に実利的であり、党がウラン鉱業に対す

　る政策を策定する一方で新鉱山の開発が許可されるであろうと考えていた・新鉱山の開

発を認める党決議の改訂がおそらく1992年に行われるであろう。

　新鉱山は以下の順位で、ND　P政府による支援が得られるであろう。

　　一　枯渇に近づきつつある鉱体と同じ地区にあり・新鉱体の開発によって職場の維持

　　が可能であるような鉱山

　　一　現存の製錬施設が利用でき、現存の採掘地区の拡張と見なされるような鉱体

　　シガーレイク鉱山は、最も重要な環境的な問題を持っていそうであり、また新しい製

　錬施設と廃さい貯蔵施設の建設を要するため・N　D　P政府による最も厳重な調査を受け

　るであろう。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　結　論

　ND　P政府の政策は、非常にビジネスライクで実践的であろうと予想されている。現

存と新規のウラン鉱山に関する開発政策については、州の経済の実体及びウラン鉱業の

職場と政府歳入への重要性が考慮されるだろう。

　新鉱山は、厳しい環境影響評価プロセスに合致し、世論がウラン鉱山開発の支持を継

続するという条件のもとで、開発が許されるであろうと考えられる。

　現存する粗製錬所や廃さい処理施設の利用が可能であろうミッドウエストプロジェク
注）

トのような新鉱山は、新施設を要するものより速やかな進展が出来そうである。これら

の鉱山の開発は、態度未決定の議員また反原子力の議員を・完全に新しい鉱山の開発と

いうよりも現存鉱山の拡張として“納得”させることができる。

　しかし、重大な政治的あるいは環境的災害があれば、州でのウラン鉱業に対するN　D

Pの態度が急激に硬化する可能性がある。

注）　訳者注1現在ミッドウエストプロジェクトは自前の粗製錬所・廃さい処理施設を建設

　　　　　　する計画である。
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The New Democratic Party adopted the following resolution at its 

i 983 Pravincial Convention. 

Be it resolved that the NDP oppose further expansion of 

uranium mining in Saskatchewan until problems of reactor 
safety and disposal of radioactive wastes are solved and until 

such time as meaningful safeguards to prevent the diversion 

of uranium into nuc!ear weapons are in place; and 

Be it further resolved that when we resume otfice, we 
undertake an accelerated phase-out of existing contracts and 

that any financial gain from these contracts be directed 
tbwards restoration of the environment and the development 
of alternative job opportunities for northerners and uranium 

miners in order to decrease hardships that this phasing out 

will create. 
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PII'poecd Principles on Which The Pba:5e~,ut of 

Mining Wim Be B~ed 
UraniuJn 

165 The phase-out of existing uranium mines will bc conducted 

in such a way that no current employee of a uranium Inine at its 

time of closure will become "unemployed" as a result of the 

phase-out. All workers at a uranium mine bcing shut down will 

be guaranteed altemative eD3pioyment with transfer of employee 

benefits. Approximately 1500 persons are employed in uranium 

mining and of Lhose approximately 450 are northcrners and the 

remaining 1050 colnmute from southern Saskatchewan 
communities. 

New jobs for northerners and for residents of comD~unities such 

as Prince Al:bcrta, Nipewin and Big River will bc created 

through a major initiative in intensive forest management ~nd 

reforestaticn in northern Saskatchewan (see section on forestry). 

New jobs will bc created in the developrnent or mining 

operations for other heavy Inetals in northem Saskatchewan 

such as lead and gold. Jobs for northerners will bc created 

through a large number of other new measures including a new 

northem housing program; the establishment of a vocational and 

professional services institute in northern Saskatchewan; the 

training and hiring of northerners for professional positions in 

northem communities such as teachers, day care workers, nu[Ises 

and town administrators; the expansion of northern food 

pro(luction; increased jobs in fish processing, filleting and 

marketing; and the provision of an economic base to thc 

communities of the norlh through extending community 
boundaries so lha: communities can comrol a greater radius of 

land resource around each settlement. 

In southern Saskatchewan, uranium mine workers who do not 

rmd work in forestry or alternative mining operations in 

northern Saskatchewan will be assured jobs with either the 

Potash Corporation or Sask Oil. 
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169 A re-elected NDP goveuunent will set up a de-
colnmissioning agency to oversee the phasing-out of 
Saskatchewan's uraniuln mines to ensure alternative e:[nployment 

for ali mine workers and for others whose jobs may be affected 

by the phase~)ut. That agency will bc responslble for 

conducting the phase-out of uranium mining as soan as 
reasomably possibie and for ensuring implementation of the 

principlcs in this report. Appointments of persons committed 

to the NDP's policy of phasing out uranium mining and 
guaranteeing altemative jobs for ali those affected will bc made 

to the de~0ulmissioning agency - ensuring full representation by 

northern p~ople, by labour, by church and environmental 

organizations and by other groups in the communiry affected by 

these decisions. 

173 Immediately upon reHelection, an NDP government will 

seek coHDperation with other interested governments in adopting 

a joint plan to withhold uranium froD3 the world market. 

174 Whether or nat Saskatchewan is able to persuade other 

countries and/or states and provinces to join with us in a co-

operative moratoriull], Saskatchewan will infonn the United 

Nations, all uranium custoulers and all countries dealing with 

nuclear energy and weapons programs that upon completion of 

the phase-out of Saskatchewan uranium mines, all Saskatchewan 

uranium mining will be withheld from the world market until lhe 

following conditions have been met: 

a) The United Nations Non-proliferation Treaty has been 
grea[ly strengthened so that civi[ian uraniuln cannot be diverted 

for alomic bomb purposes. 

b) A sound plan of action is in place for nuclcar waste disposal 

and guarantees are in place to ensure nucicar waste Is not 

dumped in the world's oceans. 

c) Serious steps toward nuclear disannament have bcen made 

by the nuclear weapons nations as a condition for rencwing sales 

of uranium to them for electricity purposes and guarantccs have 

been provided by those countries never to utilize Saskatchewan 

uranium for atomic bomb purposes. 
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165A BE IT RESOLVED that a New Democratic government wil/ 
follow the Manitoba example by declaring Saskatchewan a nuclear 
free zone, but also strengthen what Manitoba has done by enforcing 

the nuclear free zone declaration in law, and by covering in the 

nuolear free zone declaration our opposition to nuclear weapons 
testing in Saskatchewan, to nuclear weapons research in 
Saskatchewan and to the manufacture of component parts for 
nuclear weapons and our intent to gradually phase out uran,um 
mining in Saskatchewan, providing that alternate jobs are 

established first; and 

BE IT RESOLVED that New Democrats will press for simi!ar action in 

other provinces and at the federai level 

Resolution 165A is the version as amended by jn pane! and passed 

in ballot voting. 
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I. lNTRODUCTTON 

The province is introducing a new royalty system for the uranium industry. The 

new royalty system: 

- will ensure the people of Saskatchewan continue to get a fair share of the 

value of our uraJaium resources; 

is faiJ: and equitable for producers; 

will help ensure continuing invest!nent and employment; 

and is more dear and simple in concept and will provide a stable tax 

enviremnent for the long terrn. 

This doclJment will provide: 

an overview of the Saskatchewan uranium indusny, 

a sununary of the new royalty system including: 

- objectives and description of the new taxation systerr~ 

- changes in relation to the old systern, and 

- revenue implications. 

II. BACKGROUND 

A Cornmodi Characteristics 

U:~iun is one of the mcre cornmon heavy elements in the earth's crust and is presenr 

in most rocks and soils as well as riveJ~ and oceans. The concentration of uranium 

varies froTn substance to substance. Granite which makes up 600/0 of the earth's crust 

averages 4 parts per million (ppm) uraJailJm. Concentrations in excess of 1,000 pprrl 

(0.1%) are considered to be ore and may be economic to mine. The rwo COnmlon 
nlineral fol:ms of uralrium are pitchblende and uraninite. The uranium ores in 

Saskatchewan are predominantly pitchblende, which is a soory, black nlineral. 

Uranium is nlined by both underground and open pit methods. The ore is crushed and 

Tnlled to recover the uraJaium from the ore and an interrnediate product known as 

yelbwcake (U308) is obtained. The yellowcake is shipped our of the province for 

conversion, in some cases enrichment, and the manufacture of fuel for electriciry 

generanon reactors. 
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Uranium血eτahzadon瓢丘st　noted山no買hem　Saskatchewan㎞山e　early1930s　by
prospec【ors　searching　foτgold　and　coPper．Extensive　prospec血言for　uranium　in　the

Beaveτlodge　aτea　re5ulted血dle　esτabUshment　ofτhe　Uranium　Ci甲τ舳g　camp㎞

1952．World　u画um　demand　deG血ed　imhe1960s　but　increased　again　inτhe1970s．

Thediscoveryofhigh・gradeQreaτRabbitLake，C瞳Lake皿dKeyLakemoved
S笛katchewanintopm㎡nence砺am句orproducing【egi・n．

B．Markets

Saska【chewa且producers　have　been　supp1》雇ng　approximately20％of　world　demand。・正n

1989，48％of　Saskatchewan　sales　went　to　the　United　S【a亡e5，31％to　Euτope，12％to

Japan　and　Koτea，and　ggb　to　eastem　Canada．

Canadaexpo応皿血umonlytothoseoounαi啓whichhave㎝tαredintofomal
bUateral　agreements　wi血Canada　s百pu工adng血at　i総uranium　w丑1be　used　onユy　for

peace飢puτposes・

C．Producers

There　are　cuπently血ee　mines　capable　of　production血Saskatchewan，These　are　Key

Lake，Rabbit　Lake，and　Clu丘Lake．

Key　lake均owned　two。thiτds　by　Cameco　and　one－th丘d　by　Uraneτz　Mining

ξmd　Exploτadon　Ltd。Uranerz　is　o㎜ed　by　a　West　Geエman　mining

company，while　Cameco　is61・5％owned　by　the　pτov血cial　govemmen【

aユd38．5％by　dle　fe（1e副gove㎜ent，

Rabbit　Lakeお1009〆b　o㎜ed　by　Cameco，a1血ough　Uranerz　and　Cameco

have　announce（i　agreement　wheτeby　Cameco畑5e且a1／3血terest　in　the

面且and　ceτtahl　prope毎es．

TheCluffLakemineおowned80％byAmokLtd．／Ltee，asubsidi紅yof
Frendh　uranium　hlteごests　and20％by　Caπ1eco、

Production　at　the　Rabbit　Lake　m血e　has　been　tempor且y　suspended　because　of　market

condidon5、

Several　o山er血es　are血va【ious　stages　Qf　plann㎞呂。

Nearly1200people　are　d丘ectly　employed　at　the　three　mines　when　they　are血fhn

operadou，wkh　another200pe岱on－years血exploradon・About＄74m皿ion　was
血vestedbythe血dus剛血血epr。血ced血9山e65c記year1989／90・C㎝ec・，㎞・k
and　U面erz　have　the丘of5ces血Saskaτoon．
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1IL　URANIUM　ROYALTY　INmATIVES

The且ew那t㎝amends【he　system血troduced血1976a且d　revi5ed血1980．The　oid

鯛em出。邸edb・thap肛centage。fv証u6。f騨s5おm剣吼c』ed出ebasic
roya1守，and　a　pro五ts　royalty，ca耳ed　the　gτadua亡ed　prD且tsτoy組ty。The　old邸tem

me卸redp面τab晦，飢d山erates。fr。yaltyt。bepaid，㎞t邸。fre㎜oncapit田
血vested、

The　objectives　beh㎞d　theロew　royalty　sαucnπe　aτe：

　　　　．　T・pr。videreお。nables㎞9。frevenu㏄be劔e㎝血e血d鵬可㎝d血e

　　　　　　　　govemment・

　　　　、　T。r巴・1ve㎞equi繭㎝da雌副vepr。blems皿dα血eoldsystem，
　　　　　　　　P面d紅1y血re騨dt。血ecapita1血v㏄㎝entb邸e邸edin血e
　　　　　　　　calculadonofpm且t－relatedmyalお・

　　　　．　T。c1鵡飢dupdatew・曲gs。ast。血㎞セe曲皿d鰍an曲舖㎝d
　　　　　　　　的utes，

　　　　．　　To　beτevenue　neutra工6ver　the　long　teτm　fbr　the　indu5ロy　as　a　whole，

　　　　　　　　rdadvetotheold那tem。

　　　　一　　　To　maセ1ta血production，employment　and血ve＄㎜ent　by　ensu■hユg　royalty

　　　　　　　　Ie咄r㏄P。ndapPmphatdyt。㎜ke誌飢dlev曲。fpr・且tab週ty㎞血e

　　　　　　　　血dustエy．

B．Descri　tion　of　New　Taxadon　S　tem

τhe　new　ura豆um　royalty　syst㎝wm　be　retτoacdve　to　July1・1989・It　fea加res　a　basic

r。ya1Ψ㎝da騨duatedpm五tr。yalty，邸面出e・1d騨㎝・

Basic　Ro

Ona皿。n曲b鵠eachm蜘payer細pay5％・f山ev組ue・fg。sss紐e5・（血e
bおicr。郵取hadbeen臆eおed丘。m3％t・5％m988）・丁跳舳ee旋cuve
面m㎝τ・ya1す，㎝曲payablereg舳㏄s。f血epr。舳b助。f山ec・mp肌y・

The　annual　pτofit　roya1すis　calculated　as　a　percentage　of　profit5，　0pera【㎞g　pro且τfor

theyeariscalcula亡ed皿dexpr啓5edasad・H笛per拙。脚〔＄／kg）6騨e・

一Di丘erent　royaltyπ｝tes　are　apPHed　depen（五ng　on血e　magnitude　of出e　pro6t　per

k丑og㎜value・Four（五任eτent　brackets　aτe　used・No　royaky　is　chaτged　on　the　fhst

＄2．00／kgPr。Ht，15％おch訂ged。n山epm五tbe榊eenthe＄2・00孤d＄20・00／kglevels，
34％iS⊂ha【ged　On山e　prOfit丘Om＄20。00rtO＄50，00／kg，and　a　sO％田te飴Charged　On

any　profiτs　above＄50。OO／kg．Royaldes　payable　on　each　step　are　a（ided　to　aπive　atヒhe

total　royalty　payable　peτk皿09㎜sold・
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The　old　and　new　pro伍t－rela【ed　royaky　bτackets　and　rates　are　as　fbnows：

Re㎜on　　　　RoyaltyCapital　Base　　　　　　Ra【e

　　New　SvstemProfit　per　　　　　Royal寧Kg　Sold　　　　　　　　Rate

0％to15％　　　　　O％
15％ to259も　　　　　　　15％
25％to45％　　　　　　　30〔埼oveτ45％　　　　　　　　　509も

＄Oto＄2　　　　　　　　0％．＄2to＄20　　　　　　　　15％＄20to＄50　　　　　　34％oVer＄50　　　　50％

The　new　pro癒bτackets　w皿be　aのuste4annually　by　an　inflation　fbロnula　The

graduated　roya1Ψおpaid血quaπerly協τanmenI5．

The　basic　royalty　may　be　used　as　a　credi【滋the　calculation　of　the　amount　of　profit

royaltypayable．

C。Chan　es　Reladve　to　the　Old　S　tem

Th∈keychangesinthenew邸temreladvetotheoldsys【emare；

一一一The　measure　of　pro丘tabili甲B　now　pτofit　per
kilo解m　of　pτoduct　sold．Previou51y，the　mea3ure　was　ra【e　of　re㎜on　a

Pτes面bedcapitalbみe．Sedouspr・bl㎝shad短5en血㎞・血gatf血and
apPropria【e　capital　bases・

一Exem　t　Bracket－Under　dユe　old那tem，pro五ts　represen血g　upτo　a15％ra【e

of　retum　on　the　capiτal　base　weτe　exeπ1pt　from　royalty．Under　the　new　system，

面s　exempτbrad｛e1will　be　reduce（1and　Qnly　the　f丘s【＄2per　ki1Qgτam　of　profiτs

will　be　exempτ．

・Reclamadon　Ex　enditures－The　new　systemprQvides　for　expliciτreco劇tion　of

reclamadon　expen（iitures　in　the　calcula【lon　of出e　prQfi【一related　roya1甲．

一轟蓋、諜諾麟a躍ln出tu「es
commerdal　rea五des．Previously，expendituτes　weτe　allocated　smcdy　m

accordancewiththepe罵emageowne6h1pQfτhemine副le田e・

講灘濃轟，b翻盤島畿ε毫猫謡熱．
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Odleτd瓢ges　aロd㎞provemenおare：

・The　new邸t㎝wm　allocate山e　proHt・relaτed　roya1Ψamongこompa血es血a
way　which　betteτreflects　theiτreladve　pm且tab田ty，

一The　new　sysτem㎞pmves　woτding　and　removes　ambig匡ties　which　h阜ve　been

山ec㎝ter。fc・㎡usi・n㎝d曲a伊e㎝entwi山出eindu5ロyoverthep敏decade・

㎞P血d肛，血ed血d。n。f山e5％a曲面vea駄d。verhead盟qw㎝re
（giv㎝血hごu・fac副帥en醜r巴）Bd面ed，㎝danew1％a醐s㎜uve
and　overhead　anowance飴provided丘）r　redamadon，exploradon　an（1capi【a・1

expenditure5・

一C邸tommilling㎜geme旦ts蹴pPovidedfor・

・α面cadonゆr・videdb曲eぽea㎝entof1。都andb。π・⑫so囲τ。
reflectπ旧『ket　r巳aHdes．

．【tおmadeclearthatcostsa面butabletoen血onmentalaccide邸cannotbe

w煎㎝offa麟tpro行t5．

D．幽迦
The　new　system　w皿血creaseτeve皿ues　over　the　nex【few　years　but　for　the　decade　as．a

whole　it　B　expected　to　be　revenue　neutτal　relative　to　the　old　sysτem．

Both　the　old　and　new　systems　a皿ow　the　mines　to　recover　thek　capita1㎞vestment　prior

t・b血gHable飴rp煎一τdatedm卿さ・血e＄21mi皿。取血r。y証despr・jected魚r
1990－91c・岱酪m血y。f即cee出㎞m山ebおicr。y鱒・f5％。f山ev飢ue。f伊・5s
sales．

R。y記曲畑血ぽe岱赴血缶皿eye脇asc。mp血es仙yrec・剛he丘血dalcapila1
即㎝di慮ぢ㎝dpaym。repm且副atedr。y町・Beca耶e。f血esemidvi彫t。pnces
飢dpτ。胎・f曲c・mp。nent・f血emy御s㎝c皿e，the㎝・皿t・fτ。ya1▽payable
而皿be　highly　dependent　on　markeτcondidons。

The　old　roya1鯉st＝ucture　was　seτout血The　Mineral　Dis　osidon　Re　la亘ons186

whidl　were　made　under　the　au！hority　of　The　Crown　Minerals　Act、The　newτoyalty

suuc皿eおseτoutbymea瓢ofmajor…m㎝dmentsτoth㏄ereguladom．

・The　Crown　M㎞eτals　Act　prQvides　auτhority　for　the　LieutenanτGovemor血CouncH　to

憾ere廿。acdveupt。。neye訂re訓ad・鵬de曲gwi山恥！evel㎝dme出。d。f
calculadngτoyaldes。

The　new　regulations，㎞cluding　the　July1，1989effective　date　are　a　product　of

ααensiveconsdtadonswiththeindusuy，
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